
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

個 別 注 記 表 
 

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記  

１．資産の評価基準及び評価方法  

棚卸資産の評価基準及び評価方法  

貯蔵品及び仕掛品については、個別法を採用しております 

(貸借対照表価額は収益性 の低下による簿価切下げの方法に 

より算定)。  

  

２．固定資産の減価償却の方法  

有形固定資産  

定率法によっております。  

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。  

建物附属設備     8 年～18 年  

工具器具及び備品  4 年～15 年  

   

３．引当金の計上基準  

(1) 賞与引当金  

従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込額のうち当事業

年度に負担すべき額を計上しております。  

  

(2) 株式給付引当金  

従業 員 に対 する当 社 グループ株式 の給 付 に備 えるため、当 事 業

年度末における見込額に基づき計上しております。  

  

４．収益及び費用の計上基準  

当社の顧客との契約から生じる収益は、主にゲームソフトの受託

開 発 によるものであり、顧 客 に対 してゲームソフトの開 発 データを

納品 し、検 収 を受 けた時 点 で顧 客 が当 該開 発 データに対 する支 配

を獲得し、履行 義務が充足されると判断していることから、開 発デ

ータの検収を受けた時点で収益を認識しております。  

 

（当期純利益金額） ２２，１４１千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


